
始
め
に

一

発
展
の
現
状
と
そ
の
特
徴

二

現
在
の
主
た
る
問
題
点

三

未
来
へ
の
発
展

始
め
に

近
年
、
法
学
教
育
も
ま
た
中
国
の
法
学
者
の
注
目
を
集
め
る
重
要
問
題
で
あ
り
、
多
く
の
関
連
す
る
研
究
報
告
と
著
作
が
発
表
さ
れ

て
い
る
。
中
日
両
国
の
法
学
教
育
の
発
展
は
い
ず
れ
も
新
た
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
は
異
な
り
、
そ
の
表
れ
方
に
も
違
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説行
き
先
は
ど
こ
か
？

こ
こ
三
十
年
の
中
国
の
大
学
の
法
学
教
育
の
発
展
の
概
況
と
そ
の
問
題
点

李

力

松

田

恵

美

子(

訳)



吏
の
養
成
を
目
的
と
し
た
。
主
と
し
て
講
じ
ら
れ
た
の
は
清
末
に
改
正
さ
れ
た
法
律
で
あ
っ
て
、
北
洋
西
学
堂
を
西
洋
の
法
律
を
伝
授

す
る
こ
と
を
主
と
す
る
モ
デ
ル
へ
と
変
え
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
至
る
と
、
既
に
か
な
り
整
っ
た
近
代
的
な
大
学
の
法
学
教

育
の
シ
ス
テ
ム
を
打
ち
立
て
て
い
た
。
当
時
の

｢

北
の
朝
陽

(

２)

、
南
の
東
呉

(

３)｣

、｢

朝
陽
な
け
れ
ば
法
院
な
ら
ず｣

と
の
言
い
方
か
ら
、
そ

の
頃
の
法
学
教
育
の
近
代
化
の
状
況
の
一
端
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

新
中
国
の
時
代

(

一
九
五
〇
―
二
〇
〇
七)

こ
の
時
代
は
お
お
よ
そ
三
つ
の
段
階
を
含
ん
で
い
る
。
①
一
九
五
〇
―
一
九
六
五
年
の
、
法
学
教
育
の
ソ
連
化
の
時
代
。
②
一
九
六

六
―
一
九
七
六
年
の
法
学
教
育
が
全
面
的
に
停
滞
し
、
法
律
系
の
解
散
さ
え
あ
り
、
全
国
で
わ
ず
か
北
京
大
学
と
吉
林
大
学
の
み
が
法

律
系
の
看
板
を
残
し
た
時
代
。
③
一
九
七
七
年
か
ら
現
在
に
至
る
、
復
活
↓
再
建
↓
法
律
系
の
創
立
が
強
力
に
進
め
ら
れ
た
、
再
度
近

代
化
の
過
程
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
い
え
る
時
代
。
以
下
で
重
点
的
に
紹
介
す
る
の
は
③
の
段
階
で
あ
る
。

二�

こ
こ
三
十
年
の
発
展
の
概
況

一
九
七
七
年
に
、
中
国
は
高
等
学
校
入
試
制
度
が
復
活
し
、
ほ
ぼ
十
年
に
わ
た
り
停
滞
し
た
大
学
教
育
が
復
活
し
た補

１

。
こ
の
後
、
対

外
開
放
と
経
済
改
革
と
そ
の
発
展
、
及
び
民
主
と
法
制
の
社
会
の
発
展
過
程
を
建
設
す
る
必
要
に
伴
い
、
中
国
の
大
学
の
法
学
教
育
は

急
激
な
発
展
の
契
機
を
得
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
大
体
の
経
過
は
以
下
の
よ
う
な
過
程
を
辿
る
。

�

復
活
と
再
建
の
時
代

(

一
九
七
七
―
一
九
八
五)

一
九
七
七
年
に
北
京
大
学
と
吉
林
大
学
の
法
律
系
が
学
生
の
募
集
を
再
開
し
た

(

４)

。
北
京
大
学
法
律
系
の
七
七
年
入
学
組
は
八
二
人
で

あ
り
、
中
国
共
産
党
第
十
七
回
全
国
代
表
大
会
で
政
治
局
常
務
委
員
に
選
任
さ
れ
た
李
克
強
氏
は
ま
さ
に
そ
の
中
に
い
た
の
で
あ
る
。

行き先はどこか？
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い
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
今
日
こ
の
よ
う
な
議
論
と
意
見
交
換
を
行
な

う
こ
と
は
非
常
に
有
用
な
こ
と
に
思
わ
れ
る
。

私
は
一
九
八
一
年
九
月
か
ら
一
九
八
八
年
一
月
ま
で
、
北
京
大
学
法
律
学
系
で
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
中
央
民
族
学
院
で
九
年
、
次
い

で
中
国
青
年
政
治
学
院
で
十
一
年
近
く
、
法
律
系
に
お
い
て
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
私
自
身
直
接
に
こ
の
三
十
年
の
間
の
中
国

の
大
学
の
法
学
教
育
の
発
展
の
過
程
を
体
験
し
ま
た
目
に
し
て
き
た
た
め
、
そ
の
基
本
状
況
と
問
題
点
に
対
し
て
一
定
の
理
解
、
感
じ

方
、
考
え
方
を
も
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
と
思
う
。

以
下
、
私
個
人
の
観
察
、
体
験
、
理
解
に
基
づ
い
て
、
現
在
の
中
国
の
大
学
の
法
学
教
育
の
概
要
と
直
面
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
と
思
う
。
適
当
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
ど
う
か
御
教
示
の
ほ
ど
を
お
願
い
し
た
い
。

一

発
展
の
現
状
と
そ
の
特
徴

一�

近
代
法
学
教
育
の
発
展
の
道
の
り

近
代
法
学
教
育
の
中
国
で
の
発
展
は
、
百
年
ば
か
り
の
歴
史
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
間
に
は
多
く
の
曲
折
が
あ
り
、
一
九
四
九

年
を
境
に
ほ
ぼ
二
つ
の
時
間
に
分
け
ら
れ
る
。

�

旧
中
国
の
時
代

(

一
八
九
五
―
一
九
四
九)

一
八
九
五
年
に
、
中
国
の
最
初
の
近
代
的
大
学
、
天
津
北
洋
西
学
堂
が
誕
生
し
た

(

１)

。
そ
の
大
学
の
本
科
と
し
て
作
ら
れ
た
四
つ
の
科

(

系)

の
筆
頭
が
、
法
科

(

法
律
系)

で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
エ
ー
ル
大
学
の
経
営
方
式
を
モ
デ
ル
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
清
末

の
法
典
編
纂
に
伴
い
、
一
九
〇
六
年
に
京
師
法
律
学
堂
が
設
立
さ
れ
、
そ
し
て
こ
の
後
は
各
地
で
次
々
と
法
政
学
堂
が
設
立
さ
れ
、
官

論 説
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第
一
、
一
九
九
六
年
十
一
月
に
、
法
学
学
科
教
学
指
導
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
全
国
の
法
学
専
門
の
学
科
の
設
置
、
管
理
、
専
門
の

評
価
に
対
し
て
直
接
に
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
、
一
九
九
九
年
か
ら
、
法
学
本
科
は
単
一
の
法
学
専
門
の
み
を
設
け
、
一
つ
の
専
門
に
基
づ
い
て

(

後
で
異
な
る
専
門
に
分
け

る
こ
と
は
で
き
る)

学
生
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た補
５

。
同
時
に
、
法
学
専
門
の
本
科
で
教
え
る
十
四
の
中
心
と
な
る
科
目
を
確
定
し

た
。
即
ち
、
法
理
学
、
中
国
法
制
史
、
憲
法
、
民
法
、
商
法
、
経
済
法
、
刑
法
、
民
事
訴
訟
法
、
刑
事
訴
訟
法
、
行
政
法
と
行
政
訴
訟

法
、
知
的
財
産
法
、
国
際
法
、
国
際
私
法
、
国
際
経
済
法
で
あ
る
。
各
大
学
の
法
学
専
門
に
少
な
く
と
も
こ
の
十
四
の
科
目
を
設
け
ね

ば
な
ら
な
い
と
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
措
置
の
目
的
は
、
法
律
系
の
乱
立
現
象
に
対
し
て
マ
ク
ロ
的
な
管
理
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
い
、
こ
れ
ま
で
の
各
大

学
の
法
律
系
の
専
門
と
科
目
設
置
の
面
で
の
不
統
一
で
混
乱
し
た
側
面
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
法
学
専
門
は

既
に
各
省
や
各
部
の
審
査
・
許
可
を
経
て
改
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
た
め
こ
の
よ
う
な
盲
目
的
展
開
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と

の
措
置
は
ど
の
程
度
の
効
果
を
も
た
ら
す
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
三
、
一
九
九
五
年
四
月
、
国
務
院
学
位
委
員
会
の
第
十
三
回
会
議
の
承
認
を
経
て
、
法
学
修
士
シ
ス
テ
ム
の
他
に
法
律
修
士
の
学

位

(

一
般
に
Ｊ
Ｍ
と
略
称)

を
設
け
、
一
九
九
六
年
に
学
生
の
募
集
を
始
め
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
Ｊ
Ｄ
教
育
モ
デ
ル
を
模
似
て
設

立
さ
れ
た
法
律
専
門
職
の
教
育
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
予
定
す
る
養
成
目
標
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士

②
そ
の
他
の
法
律
専
門
職
の
部
門
或
い
は
職
業

(

例
え
ば
公
証
や
特
許
事
務
等)

の
複
合
型
の
法
律
人
材
。
そ
の
当
初
の
目
的
は
法
律

以
外
を
専
門
と
す
る
本
科
生
を
募
集
し
、
二
十
年
の
時
間
を
か
け
て
法
律
本
科
の
養
成
規
模
を
大
幅
に
縮
小
す
る
こ
と
に
務
め
、
最
終

的
に
は
法
律
修
士
が
法
律
専
門
職
の
人
材
の
養
成
シ
ス
テ
ム
の
中
の
中
心
的
地
位
と
な
る
こ
と
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
設
置
の
背
景
と
い
う
の
は
お
よ
そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
つ
に
は
、
一
九
九
二
年
の
�
小
平
の
南
巡
講
話
の
後
、
中
国
共
産

党
第
十
四
回
全
国
代
表
大
会
が
二
〇
世
紀
に
始
め
て
新
た
な
経
済
体
制
を
作
り
上
げ
る
と
の
努
力
目
標
を
明
確
に
提
起
し
、
且
つ
一
九

行き先はどこか？
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我
々
八
一
年
入
学
組
は
五
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
二
五
〇
人
近
く
学
生
が
い
た
。

一
九
七
八
年
か
ら
一
九
八
五
年
ま
で
に
、｢

文
化
大
革
命｣

以
前
に
法
律
系
の
あ
っ
た
名
門
校
は
次
々
と
法
律
系
を
復
活
さ
せ
、
学

生
の
募
集
を
始
め
た
。
当
時
各
大
学
の
法
律
系
が
設
け
て
い
た
専
門
は
若
干
異
な
る
が
、
一
般
に
は
三
つ
の
専
門
が
あ
っ
た
。
即
ち
、

法
律
学
、
経
済
法
、
国
際
法
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
時
に
法
学
の
修
士
課
程
、
博
士
課
程
の
院
生
の
募
集
も
再
開
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

新
中
国
の
法
学
教
育
は
再
び
近
代
化
の
道
を
歩
み
始
め
た
の
で
あ
る
。

�

安
定
し
た
発
展
の
時
代

(

一
九
八
六
―
二
〇
〇
〇)

一
九
八
六
年
か
ら
は
、
一
九
五
〇
年
以
降
設
立
さ
れ
た
大
学
と
一
九
七
七
年
の
後
に
新
た
に
設
立
さ
れ
た
大
学
が
、
次
々
と
法
律
系

を
設
け
た補

２

。
例
え
ば
、
私
が
か
つ
て
在
職
し
た
中
央
民
族
学
院

(

後
、
中
央
民
族
大
学
と
改
称)

は
一
九
八
六
年
に
法
律
系
を
設
け
、

現
在
の
勤
務
先
の
中
国
青
年
政
治
学
院
は
一
九
九
三
年
に
法
律
系
を
設
け
た補

３

。
こ
の
他
、
一
部
の
理
、
工
、
農
、
林
等
の
単
科
大
学
が
、

い
わ
ゆ
る
新
型
総
合
大
学
の
道
に
向
け
て
走
り
出
す
と
と
も
に
、
や
は
り
次
々
と
再
度
或
い
は
新
た
に
法
律
系
を
設
置
し
た
。
清
華
大

学
は
一
九
九
五
年
に
法
律
系
を
復
活
さ
せ
て
い
る
。

全
体
と
し
て
見
る
な
ら
、
前
期
の
基
本
的
に
安
定
し
た
発
展
の
時
代
、
つ
ま
り
一
九
九
三
年
に
は
全
国
の
大
学
が
一
三
四
の
法
律
専

門
課
程
を
設
け
、
在
学
生
は
三
四
八
五
六
人
で
あ
っ
た

(

５)

。
後
期
は
や
み
く
も
に
法
律
系
を
設
立
す
る
傾
向
が
現
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

学
院
が
次
々
と
大
学
に
升
格
し
、
い
わ
ゆ
る
大
学
を
市
場
化
さ
せ
る
と
の
主
張
が
あ
り
、
一
九
九
九
年
か
ら
は
学
生
の
募
集
の
拡
大
が

始
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
一
般
に
法
学
の
専
門
の
敷
居
は
低
い
が
、
影
響
は
大
き
く
、
効
果
が
す
ぐ
に
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の

た
め
法
律
系
が
多
く
の
大
学
で
設
立
さ
れ
、
ま
る
で
芋
の
子
を
洗
う
よ
う
な
混
雑
と
な
っ
た
。

注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
間
に
国
家
教
育
の
管
轄
部
門

(

も
と
は
国
家
教
育
委
員
会
と
称
し
た
が
、
後
に
教
育
部
と
改
め
ら
れ
る
。
以

下
す
べ
て

｢

教
育
部｣

と
称
す)

は
制
度
的
に
法
学
教
育
に
対
し
て
三
つ
の
改
革
を
行
な
っ
た
こ
と
で
あ
る補
４

。
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受
け
た
こ
と
が
な
く
、
も
と
も
と
は
政
治
科
目
を
講
義
し
て
い
た)

、
法
学
の
専
門
と
称
し
て
、
法
律
系
或
い
は
法
学
院
の
名
で
学
生

を
募
集
す
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る

(

７)

。

二
〇
〇
一
年
に
は
、
全
国
で
法
学
の
本
科
の
専
門
を
も
つ
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
大
学
・
学
院
は
二
九
二
校
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
二

年
に
は
三
三
〇
校
以
上
に
増
え
、
在
校
生
は
六
万
人
以
上
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
の
末
に
は
、
法
学
の
専
門
を
設
け
る
大
学
は
既
に

五
五
九
校
と
な
り
、
在
校
生
は
三
十
万
人
に
達
し
た
の
で
あ
る

(

こ
の
う
ち
学
部
本
科
生
は
二
十
万
人
以
上
、
法
律
修
士
の
専
門
学
位

の
院
生
は
二
万
人
以
上
、
法
学
修
士
の
院
生
は
六
万
人
以
上
、
法
学
博
士
の
院
生
は
六
〇
〇
〇
人
以
上
で
あ
る)

。
二
〇
〇
六
年
に
は
、

既
に
お
よ
そ
六
二
〇
校
に
達
し
て
い
た

(

正
確
な
数
字
は
、
お
そ
ら
く
教
育
部
で
あ
っ
て
も
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う)

。

ほ
ぼ
本
科
の
あ
る
大
学
は
皆
法
律
系
或
い
は
法
学
院
を
設
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
蘇
力
教
授
が
北
京
大
学
法
学
院
を
代
表
し
て
上
海
交
通
大
学
の
法
学
院
の
設
立
大
会
に
送
っ
た
祝
辞
に
述
べ
る
如
く
で
あ
る
。

即
ち

｢

世
界
で
一
流
の
大
学
は
皆
、
必
ず
世
界
一
流
の
法
学
院
を
持
っ
て
い
る｣

。
法
学
は
現
代
の
大
学
を
象
徴
す
る
学
科
の
一
つ
で

あ
り
、
法
学
が
な
い
と
真
の
意
味
で
の
大
学
と
は
な
れ
な
い
の
で
あ
る

(

８)

。
こ
の
言
い
方
は

｢

手
前
み
そ｣

の
嫌
い
が
あ
る
こ
と
を
避
け

ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
こ
ろ
が
か
え
っ
て
も
て
は
や
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
現
在
中
国
の
各
大
学
は
し
の
ぎ
を
削
っ

て
争
い
、
我
も
我
も
と
世
界
一
流
の
大
学
を
創
る
の
だ
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
叫
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
誰
が
法
学
院
を
作
ら
な
い
で
い

ら
れ
よ
う
。

こ
れ
と
同
時
に
、
法
律
修
士
も
ま
た
大
変
な
勢
い
で
発
展
し
た
。
二
〇
〇
四
年
に
許
可
さ
れ
た
の
は
十
一
校
で
、
計
五
十
校
の
大
学
・

学
院
と
な
り
、
二
〇
〇
六
年
に
二
九
校
が
許
可
さ
れ
、
現
在
で
は
計
八
十
校
と
な
っ
て
い
る

(

こ
の
中
に
は
中
国
社
会
科
学
院
法
学
研

究
所
も
含
ま
れ
る)

。
新
た
に
増
え
た
法
学
修
士
課
程
を
認
め
ら
れ
た
所
と
な
る
と
、
さ
ら
に
星
の
数
ほ
ど
あ
り
、
数
え
る
す
べ
も
な

い
。
法
学
の
博
士
課
程
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー
の
研
究
の
場
と
な
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
今
後
各
大
学
が
遅

れ
ま
い
と
必
死
に
な
り
増
設
を
争
う
新
目
標
と
な
る
だ
ろ
う
。

行き先はどこか？
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九
〇
年
代
の
法
制
建
設
の
目
標
を
明
確
化
し
た
。
中
国
の
指
導
者
層
は
法
制
化
が
市
場
経
済
に
内
在
す
る
必
要
事
項
で
あ
る
と
と
も
に

必
然
的
要
求
で
あ
り
、
整
備
さ
れ
た
法
制
が
現
代
の
市
場
経
済
と
社
会
の
成
熟
度
の
重
要
な
指
標
で
あ
る
と
は
っ
き
り
と
意
識
す
る
に

至
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
中
国
の
市
場
経
済
を
発
展
さ
せ
る
に
必
要
な
の
は
三
十
万
人
の
弁
護
士
で
あ
る
こ
と
を
提
起
し
た
。
も

う
一
つ
は
、
司
法
実
践
か
ら
の
需
要
と
法
学
教
育
の
供
給
の
均
衡
が
崩
れ
る
と
い
う
矛
盾
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
裁

判
所
、
検
察
、
弁
護
士
業
な
ど
が
高
い
条
件

(

修
士
以
上
の
学
位
を
具
え
て
い
る
こ
と)

を
欠
い
た
法
律
専
門
職
で
あ
る
た
め
、
二
〇

〇
〇
年
以
降

｢

裁
判
官
法｣

、｢

検
察
官
法｣

、｢

弁
護
士
法｣

等
に
基
づ
い
て
、
新
た
な
許
可
基
準
を
実
施
し
た
。
そ
し
て
現
在
の
法
学

修
士
の
養
成
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
の
目
的
が
学
術
型
の
法
律
向
け
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、
た
と
え
全
員
が
司
法
実
践
部
門

の
採
用
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
も
、
数
量
的
に
は
要
求
を
十
分
に
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
さ
ら
に
国
務
院
学
位
事
務
、
政
法
部
門
、
法
律
系
大
学
・
学
院
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
法
律
修
士
専
門
指
導
委
員
会
が
設
立

さ
れ
た
。
最
初
の
審
査
・
許
可
制
度
は
か
な
り
厳
格
で
、
一
九
九
五
年
に
は
八
つ
の
大
学
の
み
が
試
験
的
実
施
機
関
と
し
て
認
め
ら
れ

た

(

６)

。
し
か
し
実
際
上
は
そ
の
後
そ
の
当
初
の
目
標
と
許
可
基
準
か
ら
か
け
離
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

�

急
激
な
速
度
、
規
模
で
の
発
展
の
時
代

(

二
〇
〇
二
―
二
〇
〇
七)

大
学
が
直
面
す
る
生
き
残
り
へ
の
圧
力
と
経
済
利
益
へ
と
駆
り
た
て
る
動
き
の
下
で
、
法
律
系
の
盲
目
的
な
発
展
の
勢
い
は
非
常
に

早
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
学
者
が
言
う
通
り
で
あ
る
。
即
ち
、
法
学
の
学
校
を
建
て
る
こ
と
が
過
度
と
な
り
、
基
本
条
件
の
基
準

に
合
す
る
よ
う
な
教
師
と
な
る
べ
き
人
材
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
争
う
よ
う
に
法
律
系
を
設
置
し
、
法
学
の
専
門
と
し
、
学
部

本
科
生
、
さ
ら
に
院
生
ま
で
を
も
募
集
し
、
法
学
を
経
済
学
に
つ
ぐ

｢
有
力
学｣

と
称
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
上
は
か
な
り

の
部
分
の
卒
業
生
が
必
要
な
学
問
上
の
知
識
を
身
に
つ
け
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
典
型
と
し
て
は
、
例
え
ば
条
件
が
か
な
り
低
く
、

実
力
の
か
な
り
乏
し
い
各
種
の
小
規
模
高
等
教
育
機
関
が
、
し
ば
し
ば
多
く
の
共
通
科
目
の
教
師
を
雇
い

(

そ
の
多
く
は
法
学
教
育
を

論 説
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�

司
法
試
験
が
現
在
の
法
学
院
に
与
え
る
衝
撃
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
こ
と

二
〇
〇
二
年
以
後
、
統
一
司
法
試
験
が
始
ま
り補

６

、
そ
の
内
容
に
は
法
学
の
学
部
本
科
が
開
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
十
四
の
法
学
中

心
科
目
が
含
ま
れ
て
い
る

(

�)

。
現
在
の
と
こ
ろ
教
育
課
程
に
対
す
る
影
響
は
大
き
く
な
い
。
ま
た
法
学
専
門
の
学
部
本
科
の
教
育
課
程
は

司
法
試
験
を
目
指
し
て
旗
を
振
る
べ
き
か
ど
う
か
が
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
賛
成
者
、
反
対
者
い
ず
れ
も
が
あ
り
、
日
本
に
学
び

｢

法
科
大
学
院｣

を
作
ろ
う
と
主
張
す
る
人
ま
で
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
中
国
政
法
大
学
は
司
法
試
験
学
院
を
設
立
し
、
試
験
前
の
養
成

に
責
任
を
負
い
、
そ
の
経
済
的
な
意
味
は
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
も
し
将
来
中
国
法
制
史
を
取
り
消
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
こ
の
科
目
の
大
学
の
法
律
系
に
お
け
る
存
続
に
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

二

現
在
の
主
た
る
問
題
点

１

｢

法
を
学
ぶ
者
川
を
昇
る
鮭
の
如
く
、
法
学
卒
業
証
書
そ
の
価
値
紙
切
れ
の
如
し｣

中
国
の
現
在
の
公
立
大
学
は
約
一
〇
七
五
校
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
学
部
本
科
と
し
て
数
え
ら
れ
る
の
は
六
〇
〇
余
り
で

(

教
育
部
直

属
の
大
学
が
七
〇
余
り
、
各
部
、
各
委
員
会
の
管
轄
す
る
も
の
が
一
〇
余
り
、
そ
の
他
省
や
市
と
い
う
各
級
政
府
の
管
轄
す
る
も
の
が

あ
る)

、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
法
律
系
或
い
は
法
学
院
を
持
っ
て
い
る
。
法
学
の
専
門
は
一
た
び
人
気
に
火
が
つ
く
と
、
空
前
の

｢

繁
栄｣

と
な
っ
た
が
、
そ
の
背
後
に
は
憂
慮
す
べ
き
事
態
が
潜
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
①
質
の
バ
ラ
つ
き
、
卒
業
証
書
の
価
値
の
低

下
、
②
需
要
と
供
給
の
関
係
の
不
均
衡
。
東
部
地
区
の
法
律
人
材
は
ほ
と
ん
ど
過
剰
で
あ
る
が
、
西
部
の
発
展
の
遅
れ
た
地
区
で
は
人

材
が
不
足
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
こ
に
行
き
た
が
る
人
は
少
な
く
、
中
央
の
部
や
委
員
会
の
機
関
に
留
ま
る
こ
と
を
希
望
し
、

末
端
の
行
政
単
位
や
農
村
に
は
行
き
た
が
ら
な
い
。
③
い
わ
ゆ
る
法
学
部
学
生
の
就
職
難
の
現
象
が
生
じ
、
相
対
的
に
過
剰
と
す
る
説

も
あ
り
、
そ
の
た
め
に
既
に
学
部
本
科
生
の
募
集
数
の
削
減
が
起
き
て
い
る
。

行き先はどこか？
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三�

こ
こ
三
十
年
の
法
学
教
育
の
発
展
の
特
徴

�

法
律
系
と
の
名
称
を
法
学
院
に
か
え
る
こ
と
が
流
行
し
た
こ
と

ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
を
手
本
に
し
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
実
質
的
に
変
化
は
全
く
生
じ
て
い
な
い
。
し
か

し
ま
だ
看
板
を
変
え
ず
に
残
っ
て
い
る
法
律
系
は
、
か
え
っ
て

｢

貴
重
動
物｣

の
パ
ン
ダ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

�

単
科
の
政
法
学
院
が
徐
々
に
法
学
を
主
と
す
る
総
合
文
科
系
大
学
へ
と
向
か
う
傾
向
が
生
じ
た
こ
と

一
九
五
〇
年
代
に
ソ
連
の
法
学
教
育
モ
デ
ル
を
も
っ
て
司
法
部
に
直
属
す
る
五
つ
の
政
法
学
院
を
創
設
し
た
。
即
ち
、
北
京
、
西
南
、

中
南
、
西
北
、
華
東
の
政
法
学
院
で
あ
る

(

９)

。
こ
の
五
つ
の
政
法
学
院
は
北
京
大
学
、
中
国
人
民
大
学
、
吉
林
大
学
、
武
漢
大
学
の
法
律

系
と
と
も
に
中
国
の
法
学
の

｢

五
院
四
系｣

と
し
て
、
長
き
に
わ
た
り
中
国
の
法
学
教
育
の
水
準
を
代
表
し
て
き
た
。
政
法
学
院
は
一

九
八
三
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
の
間
に
、
名
称
変
更
或
い
は
合
併
の
方
法
を
経
て
、
法
学
を
主
と
す
る
総
合
文
科
系
大
学
の
列
に
加
え
ら

れ
る
ま
で
に
地
位
を
向
上
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

�

本
科
の
法
学
専
門
の
学
生
募
集
と
修
士
院
生
の
募
集
の
分
岐
が
始
ま
っ
た
こ
と

重
点
大
学
、
著
名
法
律
大
学
・
学
院
は
、
す
で
に
学
部
本
科
の
法
学
専
門
の
学
生
の
養
成
を
そ
の
主
流
と
す
る
の
で
は
な
く
、
大
量

に
修
士
課
程
・
博
士
課
程
の
院
生
を
集
め
る
こ
と
を
そ
の
発
展
の
重
点
と
し
て
い
る

(

�)

。
こ
の
他
、
ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー
と
い
う
の
も
ま

た
お
か
し
な
最
高
学
位
で
あ
る
。
ま
た
新
し
く
で
き
た
法
学
院
は
、
学
部
本
科
生
を
拡
大
し
て
募
集
す
る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
、
常
規
を

逸
す
る
ほ
ど
に
学
生
募
集
の
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
さ
え
あ
る
。

論 説
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界
を
仕
事
と
し
て
最
初
に
選
ぶ
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

三

未
来
へ
の
発
展

学
者
た
ち
は
こ
れ
ま
で
各
種
の
改
革
案
を
提
起
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
主
た
る
も
の
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

①
大
学
の
法
学
の
学
部
本
科
を
廃
止
し
、
法
律
修
士
を
中
心
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
法
学
専
門
指
導
委
員
会
は
既
に
公
式
に
こ

の
よ
う
な
考
え
方
を
否
定
し
て
い
る
の
で
、
当
分
の
間
は
類
似
の
や
り
方
が
登
場
す
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
な
い
だ
ろ
う
。

②
別
に
国
家
と
省
級
の
司
法
学
院
を
設
立
し
、
そ
れ
に
対
応
し
た
職
業
養
成
制
度
を
併
せ
て
設
立
す
る
。
こ
れ
は
ま
た
も
や
重
複
設

立
で
あ
り
結
局
は
五
大
政
法
学
院
の
二
の
轍
を
踏
む
問
題
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
他
さ
ら
に
十
年
か
ら
二
十
年
の
後
、
法
律
専
門
職
の
人
々
に
よ
る
援
助
が
お
そ
ら
く
法
学
院
の
最
も
重
要
な
財
政
資
金
の
源
の

一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
と
、
予
想
す
る
学
者
も
い
る
。
国
家
が
法
学
教
育
か
ら
は
徐
々
に
手
を
ひ
き
、
法
学
院
は
次
第
に
職
業
教
育
へ
と

向
か
い
、
法
学
院
の
間
の
競
争
が
次
第
に
激
し
く
な
る
な
ら
、
法
学
院
の
数
と
学
生
募
集
が
過
剰
と
な
る
問
題
は
お
そ
ら
く
こ
れ
に
よ

り
取
り
除
か
れ
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
前
提
と
な
る
の
は
現
在
の
体
制
が
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
で
な
け

れ
ば
一
つ
の
教
育
と
司
法
が
い
ず
れ
も
広
い
意
味
で
政
治
化
す
る
と
い
う
大
き
な
周
囲
の
状
況
の
中
で
、
ど
う
や
っ
て
私
立
或
い
は
民

間
団
体
に
よ
り
掌
握
或
い
は
主
導
さ
れ
る
法
学
院
が
現
れ
よ
う
。

一
体
中
国
の
法
学
教
育
の
前
途
は
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
。
茫
然
と
さ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
遅
か
れ
早
か
れ
必
ず
や
改
革
は
必

要
な
の
だ
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
の
で
あ
る
。

行き先はどこか？
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２

多
元
化
し
た
養
成
シ
ス
テ
ム
と
複
数
の
管
理
機
構
の
並
存

一
つ
の
法
学
院
に
お
そ
ら
く
多
く
の
養
成
の
目
標
が
並
存
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
即
ち
、
①
法
的
素
養
を
身
に

つ
け
る
教
育
―
法
学
本
科
、
②
学
術
研
究
教
育
―
法
学
修
士
課
程
、
法
学
博
士
課
程
、
③
法
律
専
門
職
教
育
―
法
律
修
士
。
そ
し
て
そ

の
各
々
に
対
応
す
る
管
理
機
構
が
あ
る
。
即
ち
、
教
育
部
法
学
専
門
教
育
指
導
委
員
会
、
国
務
院
学
位
委
員
会
、
法
律
修
士
教
育
指
導

委
員
会
で
あ
る
。
マ
ク
ロ
的
管
理
で
は
、
協
調
と
統
一
に
不
利
で
あ
り
、
多
く
の
措
置
、
例
え
ば
評
価
な
ど
は
形
式
に
流
れ
る
こ
と
が

多
い
。

３

法
学
教
育
と
は
一
体
、
法
的
素
養
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
教
育
か
、
そ
れ
と
も
職
業
教
育
で
あ
る
か
な
お
論
争
が
あ
る
こ
と

結
果
的
に
は
、
二
〇
〇
六
年
七
月
に
、
上
海
で
開
催
さ
れ
た
中
国
内
外
の
大
学
の
学
長
会
議
で
、
一
部
の
有
名
大
学
の
学
長
が
学
部

本
科
で
は
も
は
や
法
学
の
専
門
教
育
を
行
な
わ
ず
全
面
的
に
ア
メ
リ
カ
モ
デ
ル
に
倣
い
、
法
律
修
士
を
育
て
る
の
が
よ
い
と
の
意
見
を

提
起
し
た
。
し
か
し
や
は
り
多
く
の
大
学
の
学
長
が
こ
の
意
見
に
反
対
し
た
。
そ
の
根
本
に
あ
る
の
は
、
利
益
の
違
い
で
あ
り
、
ま
た

養
成
目
標
に
対
す
る
認
識
の
違
い
で
あ
る
。

４

法
学
教
育
と
法
律
専
門
職
の
乖
難

こ
れ
は
現
在
誰
も
が
認
め
る
際
立
っ
た
問
題
で
あ
り
、
ま
た
以
前
か
ら
続
い
て
い
る
問
題
で
も
あ
る
。

一
つ
に
は
法
学
教
育
は
自
分
で
学
び
、
自
分
で
興
味
を
持
つ
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
意
味
す
る
学
院
化
へ
の
道
を
走
っ
た
た

め
に
、
法
律
修
士
も
ま
た
こ
れ
に
よ
り
そ
の
当
初
に
期
待
さ
れ
た
目
標
か
ら
か
け
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
も
う
一
つ
に
は
、
司
法
部
門
は

こ
の
よ
う
な
学
院
化
へ
と
進
む
こ
と
を
認
め
て
お
ら
ず
、
且
つ
法
律
専
門
職
の
行
政
化
、
広
い
意
味
で
の
政
治
化
、
ま
た
地
方
化
は
、

最
終
的
に
は
独
立
し
た
職
業
と
な
る
こ
と
を
難
し
く
す
る
。
そ
し
て
法
学
部
の
卒
業
生
は
ま
た
必
ず
し
も
裁
判
所
、
検
察
、
弁
護
士
業

論 説
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(

９)

北
京
政
法
学
院
は
一
九
八
三
年
に
中
国
政
法
大
学
と
改
称
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
教
育
部
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年
、
中
南
政
法
学
院

は
中
南
財
経
学
院
と
合
併
し
中
南
財
経
政
法
大
学
と
な
り
、
教
育
部
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
西
北
、
西
南
、
華
東
の
政
法
学
院
は
そ
れ
ぞ

れ
所
在
地
の
陝
西
省
、
重
慶
市
、
上
海
市
に
お
い
て
、
地
方
の
総
合
大
学
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

(

�)

一
部
の
有
名
大
学
の
法
学
院
は
、｢

創
収｣

(

経
済
的
利
益
を
得
る
こ
と
が
最
も
主
要
な
目
的
で
あ
り
、
こ
れ
は
中
国
の
大
学
の
学
長
と
法
学

院
の
院
長
の
職
責
の
一
つ
で
あ
る)

の
た
め
に
、
深
�
、
香
港
等
の
地
で
研
究
院
を
設
立
し
、
法
律
修
士
課
程
を
作
る
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
。

そ
の
外
、
博
士
課
程
の
院
生
の
拡
大
募
集
は
も
は
や
ニ
ュ
ー
ス
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る

｢

幹
部
指
導
者｣

(

権
力
の
あ
る
者)

や

｢

会
社
の
主

人｣
(

金
の
あ
る
者)

が
次
々
と
博
士
学
位
を
目
指
し
て
学
ぶ
と
い
う
流
行
が
現
れ
た
。
近
年
少
数
の
新
た
に
法
学
博
士
課
程
を
認
め
ら
れ
た

大
学
が
博
士
課
程
の
院
生
の
常
軌
を
逸
し
た
か
の
よ
う
な
募
集
を
行
な
っ
て
お
り
、
一
人
の
博
士
課
程
の
院
生
の
指
導
教
官

(

中
国
の
大
学
教

授
の
名
刺
上
に
し
ば
し
ば
こ
の
肩
書
き
が
書
か
れ
て
お
り
、｢

博
導｣

と
略
称
し
て
い
る
。
実
際
上
は

｢

教
授｣

よ
り
さ
ら
に
一
段
上
の
職
業

上
の
肩
書
き
と
な
っ
て
い
る
。)

の
多
く
は
一
年
に
十
名
を
下
ら
な
い
博
士
課
程
の
院
生
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
台
湾
の

学
者
は
大
陸
の
博
士
課
程
の
院
生
の
養
成
体
制
と
質
に
対
し
て
遠
回
し
に
批
判
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
、
筆
者
は
こ
れ
を
聞
い
て
汗
顔
の
至

り
で
あ
っ
た
。
筆
者
の
理
解
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
台
湾
地
区
の
博
士
の
学
位
に
は
六
年
―
十
年
の
研
究
が
必
要
と
な
る
が
、
大
陸
は
そ
れ

を
四
年
乃
至
六
年
に
改
め
た
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。｢

法
学
の
卒
業
証
書
は
紙
切
れ
に
等
し
い｣

と
は
こ
こ
か
ら
も
そ
の
一
端
が
窮
え
る
。

(

�)

当
初
は｢

中
国
法
制
史｣

は
そ
の
中
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
の
ち
中
国
法
学
教
育
研
究
会
、
中
国
法
律
史
学
会
等
が
い
ろ
い
ろ
と
公
的
・

私
的
な
関
係
を
利
用
し
て
表
立
っ
て
呼
び
か
け
を
行
い
、
つ
い
に
入
れ
ら
れ
た
。
中
国
法
制
史
の
将
来
の
運
命
は
ど
う
な
る
か
は
、
予
想
は
難

し
い
。
参
照
拙
稿

｢

危
機
・
挑
戦
・
出
路：

『

辺
縁
化』

困
境
下
的
中
国
法
制
史
学
―
以
中
国
大
陸
地
区
為
主
要
対
象｣

、
所
収

(

台
北)

中
国

法
制
史
学
会
会
刊

『

法
制
史
研
究』

第
八
期
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
。

補
注

補
１

高
等
学
校
＝
高
校
は
、
大
学
、
専
門
学
院
、
高
等
専
科
学
校

(

二
―
三
年
制)

の
総
称
で
あ
る
た
め
、
日
本
の
高
校
と
は
異
な
る
。
日
本
に

当
て
は
め
る
と
、
高
校
よ
り
上
の
教
育
機
関
の
意
味
に
な
る
。
中
国
で
は
こ
の
高
等
教
育
機
関
へ
の
入
学
試
験
が
、
一
九
六
六
年
か
ら
一
九
七

六
年
の
文
化
大
革
命
の
間
停
止
と
な
っ
た

(

但
し
こ
の
間
、
大
学
で
学
び
卒
業
し
た
人
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い)

。
ち
な
み
に
中
国

行き先はどこか？
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注
(

１)

ま
た

｢

天
津
中
西
学
堂｣

と
も
言
い
、
翌
年
に
は
北
洋
大
学
堂
と
名
称
を
改
め
る
。
一
九
〇
〇
年
に
閉
校
と
な
る
が
、
一
九
〇
三
年
に
復
校

し
、
同
時
に

｢

北
洋
大
学｣

と
改
称
す
る
。
こ
れ
が
今
日
の
天
津
大
学
の
前
身
で
あ
る
。

(

２)
朝
陽
大
学
と
は
、
一
九
一
二
年
に
北
京
で
設
立
さ
れ
た
、
中
国
人
自
身
の
手
に
な
る
私
立
大
学
で
あ
る
。
当
時
は

｢

中
国
の
最
も
優
秀
な
る

法
律
学
校｣

と
称
さ
れ
た
。
一
九
五
二
年
の
大
学
・
学
院
の
調
整
の
時
に
中
国
人
民
大
学
の
法
律
系
に
編
入
さ
れ
た
。

(

３)

東
呉
大
学
法
学
院
は
、
一
九
一
五
年
に
上
海
で
設
立
さ
れ
た
、
ア
メ
リ
カ
系
教
会
の
運
営
に
よ
る
も
の
で
、
授
業
内
容
で
は

｢

英
米
法｣

が

突
出
し
て
お
り
、
専
ら

｢

比
較
法｣

を
講
義
す
る
こ
と
が
主
で
あ
っ
た
。

(

４)

当
時
は
三
つ
の
大
学
の
法
律
系
が
学
生
の
募
集
を
行
い
、
そ
の
総
数
は
二
〇
〇
人
余
り
で
あ
る
と
す
る
説
も
あ
る
。
参
照

｢

法
律
文
憑
賤
如

糞
土
？｣

(『

南
方
周
末』
二
〇
〇
七
年
六
月
一
四
日)

。

最
近
中
南
財
経
政
法
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

｢

大
学
概
要｣

の

｢

大
学
紹
介｣

の
欄
中
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
を
探
し
あ
て

た
。｢

一
九
七
八
年
一
月
、
湖
北
省
の
認
可
学
校

(

湖
北
財
経
専
科
学
校)

が
名
称
を
湖
北
財
経
学
院
と
改
め
、
最
初
の
本
科
生
と
研
究
生
募

集
再
開
の
高
等
教
育
機
関
の
一
つ
と
な
っ
た
。
一
九
七
九
年
一
月
、
国
務
院
の
認
可
を
経
て
、
湖
北
財
経
学
院
は
財
政
部
と
湖
北
省
の
二
重
の

指
導
体
制
か
ら
、
財
政
部
主
導
と
な
っ
た
。
一
九
八
四
年
一
二
月
、
湖
北
財
経
学
院
法
律
系
を
基
礎
と
し
、
中
南
政
法
学
院
が
再
建
さ
れ
、
司

法
部
の
指
導
に
帰
す
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
八
五
年
九
月
、
湖
北
財
経
学
院
は
名
称
を
中
南
財
経
大
学
と
改
め
、
�
小
平
自
ら
が
校
名
を
揮
毫

し
た
。
二
〇
〇
〇
年
二
月
、
国
務
院
は
教
育
部
の
案
を
認
可
し
、
中
南
財
経
大
学
と
中
南
政
法
学
院
は
合
併
し
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
二
六
日
に

新
た
に
中
南
財
経
政
法
大
学
と
な
っ
た
。｣

一
九
七
七
年
以
後
、
最
初
に
学
生
募
集
を
再
開
し
た
三
つ
目
の
大
学
の
法
律
系
と
は
、
お
そ
ら
く

も
と
の
湖
北
財
経
学
院
法
律
系
で
あ
ろ
う
。

(

５)

霍
憲
丹

『

中
国
法
学
教
育
的
発
展
興
転
型

(

一
九
七
八
―
一
九
九
八)』

、
法
律
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
三
三
四
頁
。

(

６)

即
ち
、
北
京
大
学
、
中
国
人
民
大
学
、
吉
林
大
学
、
武
漢
大
学
、
対
外
経
済
大
学
、
中
国
政
法
大
学
、
西
南
政
法
大
学
、
華
東
政
法
学
院
で

あ
る
。

(

７)

童
之
偉

｢

新
型
総
合
性
大
学
挙
�
法
学
教
育
之
前
景
―
従
上
海
交
通
大
学
談
起｣

(『

法
学
評
論』

二
〇
〇
二
年
第
五
期)

一
五
四
頁
。

(

８)

前
掲
注

(

７)

童
論
文
、
一
五
二
頁
。

論 説
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授
と
し
て
日
本
滞
在
中
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
日
本
は
様
々
な
改
革
の
う
ね
り
の
中
に
呑
み
込
ま
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
大
学
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
法
学
部
に
お
い

て
も
、
例
え
ば
法
科
大
学
院
の
開
設
は
、
教
育
面
に
も
、
研
究
の
発
展
の
面
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
変
化
し
続
け
る
大
学
の
中
で
生
き
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
者
と
し
て
、
常
に
法
学
教
育
の
あ
り
方
に
悩
み
を
抱
え
る
中
国
の
状
況
を
知
る
こ
と
も
重
要
に
思
わ
れ
た
。
ま
た
中
国
の
大

学
さ
ら
に
法
学
教
育
は
、
歴
史
、
制
度
面
等
で
か
な
り
の
点
で
日
本
と
相
違
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
法
学
部
で
は
そ
の
点
に
お
よ
そ
目
を

向
け
る
こ
と
な
く
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
の
み
を
奨
励
し
て
き
た
観
が
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
点
か
ら
も
、
中
国
の
大
学
の
現
在
の
状
況
を
知
る
こ
と

が
重
要
に
思
わ
れ
た
。

そ
こ
で
李
力
氏
が
近
年
は
法
律
系
の
主
任
を
務
め
ら
れ
、
ま
た
注

(

�)

論
文
を
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
中
国
の
法
学
教
育
に
つ
い
て
も
知
悉
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
来
の
専
門
で
は
な
く
、
法
学
教
育
に
つ
い
て
の
講
演
を
依
頼
し
、
意
見
交
換
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。
私
を
含
め
た
基
礎
法
教
員

に
と
っ
て
は
、
非
常
に
有
益
な
場
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
の
講
演
内
容
を
こ
こ
に
掲
載
し
た
い
と
思
う
。

な
お
李
力
氏
は
か
な
り
わ
か
り
や
す
く
中
国
の
法
学
教
育
の
発
展
状
況
を
説
明
さ
れ
た
が
、
中
国
で
の
一
般
的
用
語
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
人
に
と
っ

て
あ
ま
り
そ
の
意
味
が
知
ら
れ
て
い
な
い
用
語
も
あ
る
た
め
、
訳
者
の
知
り
う
る
限
り
の
知
識
に
基
づ
き
、
い
く
つ
か
の
補
注
を
つ
け
た
。
ま
た
今
回

の
講
演
内
容
に
関
連
す
る
文
献
を
挙
げ
る
と
、
そ
の
後
の
様
々
な
制
度
変
更
は
あ
る
の
だ
が
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
ま
で
の
中
国
の
大
学
の
基
本
状
況

及
び
そ
の
複
雑
性
を
知
る
た
め
に
は
、
遠
藤
誉
編
著

『

中
国
大
学
総
覧』

(

第
一
法
規
出
版
、
一
九
九
一
年)

が
非
常
に
有
益
で
あ
る
。
法
学
教
育
に

つ
い
て
は
、
木
間
・
鈴
木
・
高
見
澤
・
宇
田
川

『

現
代
中
国
法
入
門』

第
四
版

(

有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年)

第
一
〇
章
、
法
学
教
育
と
法
曹
養
成

(

鈴

木
賢
執
筆)

が
、
数
少
な
い
参
考
と
な
る
文
献
で
あ
る
。

行き先はどこか？
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で
日
本
の
高
校
に
相
当
す
る
の
は
高
級
中
学

(

高
中)

で
あ
り
、
中
学
に
相
当
す
る
の
は
初
級
中
学

(

初
中)

で
あ
る
。

補
２

以
前
は

｢

系｣

が
大
学
・
学
院
の
中
で
の
学
生
募
集
の
単
位
で
あ
っ
た
。
大
体
に
お
い
て
日
本
の
学
部
に
相
当
し
よ
う
が
、
規
模
は
様
々
の

よ
う
で
あ
る
。
近
年
は
法
律
系
を
法
学
院
へ
変
更
す
る
な
ど
の
例
が
見
ら
れ
る
。

補
３

近
年
は
名
称
を
○
○
学
院
か
ら
○
○
大
学
へ
と
変
更
す
る
大
学
が
増
え
た
が
、
以
前
は
例
え
ば
北
京
大
学
、
北
京
外
国
語
学
院
の
よ
う
に
、

総
合
大
学
は

｢

大
学｣

、
単
科
大
学
は

｢

学
院｣

と
す
る
よ
う
な
名
称
の
区
分
が
あ
っ
た
。
大
学
の
難
易
度
と
こ
の
名
称
の
区
分
は
関
係
し
な

か
っ
た
。
ま
た
日
本
で
い
う
高
校
よ
り
上
の
教
育
機
関
で
あ
れ
ば
名
称
に
、｢

大
学｣

や｢

学
院｣

を
用
い
る
た
め
、
校
名
が
○
○
大
学
で
あ
っ

て
も
四
年
制
大
学
と
は
限
ら
な
い
。

補
４

大
学
の
管
轄
先
が
い
く
つ
か
あ
り
、
か
つ
て
は
国
家
教
育
委
員
会
管
轄
の
三
十
八
校
が
最
難
関
校
で
あ
っ
た
。
現
在
も
教
育
部
、
そ
の
他
の

中
央
の
部
や
委
員
会
、
ま
た
地
方
機
関
な
ど
、
管
轄
先
が
い
く
つ
か
に
分
か
れ
て
い
る
。

補
５

大
学
の
本
科
は
四
年
制
課
程
で
あ
る
。
こ
の
他
に
二
―
三
年
制
課
程
の
専
科
を
大
学
が
持
つ
こ
と
が
以
前
は
多
か
っ
た
。
四
年
生
課
程
生
が

本
科
生
で
あ
り
、
日
本
の
大
学
生
に
相
当
す
る
。
専
科
生
は
日
本
で
い
う
大
学
併
設
短
期
大
学
部
の
学
生
に
相
当
す
る
と
み
て
よ
い
の
で
は
な

い
か
。
現
在
専
科
は
廃
止
の
傾
向
に
あ
る
と
聞
く
。

こ
こ
で
つ
い
で
に
挙
げ
て
お
く
が
、
日
本
の
大
学
院
生
に
相
当
す
る
の
は
、
中
国
の

｢

研
究
生｣

で
あ
る
。

補
６

全
国
統
一
の
弁
護
士
試
験
が
一
九
八
六
年
に
始
ま
り
、
一
九
九
五
年
に
制
定
さ
れ
た
裁
判
官
法
と
検
察
官
法
に
基
づ
き
、
裁
判
官
や
検
察
官

採
用
の
た
め
の
試
験
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
統
一
し
た
統
一
司
法
試
験
が
二
〇
〇
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
。

李
力
氏
は
一
九
六
四
年
生
ま
れ
、
大
学
、
大
学
院
修
士
課
程
を
北
京
大
学
法
律
学
系
に
学
び
、
そ
の
後
中
央
民
族
学
院
の
講
師
、
副
教
授
を
経
て
、

現
在
中
国
青
年
政
治
学
院
法
律
系
の
教
授
で
あ
る
。
ま
た
二
〇
〇
六
年
に
は
、
中
国
政
法
大
学
法
学
院
で
博
士
学
位
を
取
得
し
て
い
る
。
専
門
は
中
国

法
制
史
の
中
で
も
先
秦
の
法
制
史
で
あ
り
、
多
く
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
発
表
の
も
の
に
は
、『｢

隷
臣
妾｣

身
�
再
研
究』

中

国
法
制
出
版
社
、｢

二
〇
世
紀
秦

『

隷
臣
妾』

身
�
問
題
研
究
的
回
顧
及
其
評
述｣

(
修
訂
本)

、(

北
京)

中
国
法
律
史
学
会
会
刊

『

法
律
史
論
集』

第

六
巻(

法
律
出
版
社)

所
収
、
が
あ
る
。
ま
た
滋
賀
秀
三『

中
国
家
族
法
の
原
理』

の
共
訳
者
で
あ
る
よ
う
に
、
日
本
語
文
献
の
翻
訳
も
多
い
。
韓
国
、

台
湾
、
日
本
と
、
海
外
で
の
研
究
活
動
も
多
い
李
力
氏
は
、
二
〇
〇
七
年
九
月
か
ら
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
客
員
教

論 説

(名城 '08) 57－4－186


